
※令和４年度以降入学生用

地歴 歴史総合 単位数 年次 2年次

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２　学習の到達目標

３　評価の観点及びその趣旨

観
点

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、そ
れぞれの観点を適切に配分し、評価します。

　歴史を学ぶことは、現代の社会を正しく理解するうえで大変に重要なことです。近現代の世界史を学ぶことは、様々
な地域・国の成立過程や文化を知ることになります。また、同時代の日本史・大阪史を関連付けることで、私たちはグ
ローバルな時代の真っただ中にいることが実感できます。未来に向かっての選択肢のどれを選ぶのか、その理由
は？結果？はどうなるのかを考える力も育んでいきましょう。

　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グ
ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸
課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。
（2）近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在と
のつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。
（3）近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようと
する態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴
史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める

観
点
の
趣
旨

　その時代の選択肢とアンチ意見を
並列させ、自分ならどうするのかや、
その判断のメリット・デメリットを考察
させる。

　その当時の為政者や一般の人々
の判断の基準や課題などを現在や
自分と比較させながら考察させ、レ
ポートなどにまとめていく。

　視聴覚教材や当時の為政者や一
般庶民の手記を見たり、読んだりし
て、当時の社会の実相を理解する。
また人としての生き方を学んでいく。

学校番号

a:知識・技能

2単位

b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度

私たちの歴史総合(清水書院)

令和５年度　地理歴史科

T3009

副教材等

使用教科書

教科 科目



※令和４年度以降入学生用

４　学習の活動

知(a) 思(b) 主(c)

定期考査 定期考査

確認テスト 授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト 授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト 授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト 授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト 授業プリント 授業プリント

発言

定期考査 定期考査

確認テスト 授業プリント 授業プリント

発言

※　表中の観点について　a:知識・技能　b:思考・判断・表現　c:主体的に学習に取り組む態度

④冷戦の終結
⑤冷戦終結後の地域紛争

⑥市場開放と経済の自由化
⑦地域統合と課題
⑧情報技術の進展

a:歴史用語の意味を正しく理解し、世界地図
の略画を作図できる能力を身につける。
b:地図や絵画などの正しく判断し、読み取
り・意味を表現できる（ベトナム戦争の地図・
アメリカ赤字脱却のグラフ・中国やイスラム
諸国の変化など）
c:「世界の構造変化について」や「グローバ
ル社会」について、それぞれのテーマの沿っ
て論述できる。

後
期

　２０世紀後半～現在の世界
と日本と大阪

①脱植民地化のアジア・アフ
リカ諸国

②冷戦下の地域紛争
③日本の改革

a:歴史用語の意味を正しく理解し、世界地図
の略画を作図できる能力を身につける。
b:地図や絵画などの正しく判断し、読み取
り・意味を表現できる（国際連盟と国際連合
の比較グラフ・冷戦時代の世界地図・日本
撤退後のアジア地図・高度成長期の日本・
デタントの世界など）
c:「核兵器を保有する理由・保有しない理
由」などそれぞれのテーマの沿って論述でき
る。

③世界恐慌
④日本の大陸進出
⑤第二次世界大戦

⑥アジア・太平洋戦争

a:歴史用語の意味を正しく理解し、世界地図の略画を作図
できる能力を身につける。
b:地図や絵画などの正しく判断し、読み取り・意味を表現で
きる（世界恐慌時の失業者数のグラフ・ファシズムが台頭す
るヨーロッパ地図・日中戦争開始の日本の新聞記事・独ソ
不可侵条約の風刺画・太平洋戦争を記述する外国の教科
書・ポツダム宣言など）
c:「日中戦争・第二次世界大戦・アジア太平洋戦争」につい
て、それぞれのテーマに沿って論述できる。
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前
期

a:歴史用語の意味を正しく理解し、世界地図
の略画を作図できる能力を身につける。
b:地図や絵画などの正しく判断し、読み取
り・意味を表現できる（産業革命期のロンド
ン市街図・イギリスの植民地図・バルカン半
島の民族分布図・ロシアの南下政策図など）
c:「産業革命と資本主義成立の関係」や「資
本主義と帝国主義の関係」について、それ
ぞれのテーマに沿って論述できる。

１８～１９世紀の世界と日本と
大阪

①産業革命とイギリスの世界
進出

 ②日本開国

19世紀後半～２０世紀前半
の世界と日本と大阪
①第一次世界大戦

②ロシア革命と社会主義

a:歴史用語の意味を正しく理解し、世界地図
の略画を作図できる能力を身につける。
b:地図や絵画などの正しく判断し、読み取
り・意味を表現できる。（ルシタニア号事件の
英字新聞・レーニンの４月テーゼ・ヴェルサ
イユ体制下のヨーロッパ・五、四運動・大衆
社会）
c:「民族自決運動」や「大衆化社会」などにつ
いて、それぞれのテーマに沿って論述でき
る。

　④国民統合とナショナリズ
ム

⑤明治維新と世界
⑥列強による帝国主義
⑦日清戦争と日露戦争

a:歴史用語の意味を正しく理解し、世界地図
の略画を作図できる能力を身につける
b:地図や絵画などの正しく判断し、読み取り・
意味を表現できる（イエニチェリとオスマン帝
国軍の比較・インドの作物と鉄道網の背景・
アヘン戦争図・江戸幕末期の物価の変遷グ
ラフ・戦争風刺画など）
c:「江戸幕末期や明治維新期の日本のナ
ショナリズム」や「明治新政府の政策が与え
た影響など」について、それぞれのテーマに
沿って論述できる。
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評価方法

単元（題材）の評価基準学習内容


